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理事長　新年挨拶

市　長　新年挨拶

理事長　安藤 定紀

市長　櫻井　義之

　明けましておめでとうございます。
　皆様には、輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　平成28年度は、20周年記念式典など多くのイベントに参加いただき感
謝しております。
　平成28年度は福祉委員会を設置、会員の皆様にはプラスαの仕事のア
ンケートをいただき、活用し前進しております。
　また、各地域会では、三重労働局、三重県雇用経済部から、当センターへ
基本的なアドバイスをいただきましたことを出席会員には充分説明させ
ていただき、ご理解頂いたことと、解釈し、進めていくつもりです。
　平成29年度の全国シルバー人材センター事業協会の目標は「女性会員
の増員」です。当センターも「（仮）女性委員会」で仲間づくりを中心とした
委員会を発足するつもりです。
　平成29年度も更なるセンターの発展に全力を尽くし、目標達成のため
誠心誠意努力させて頂きます。
　結びにあたり、皆様のご健康とご多幸を祈念申し上げ、新年のご挨拶と
させていただきます。

　明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、平成29年の輝かしい新春をお健やかにお迎え
のこととお慶び申し上げます。
　さて、わが国では、少子高齢化が加速し人口が減少局面に入っている
中、すべての人が活躍することで持続的な成長を目指す「一億総活躍社
会」の実現に向けた取組みが始まり、アクティブシニアが安心して働ける
支援や環境整備などが進められています。
　一方、本市におきましては、高齢者福祉計画を策定し「高齢者が住み慣
れた地域で安心して生き生きと暮らせるまち」を目指した施策を展開し
ているところです。
　そのような中で、亀山市シルバー人材センターにおかれましては、市の
介護予防普及啓発事業においてご尽力を賜るほか、高齢者が高齢者を支
える「生活支援サポーター」という新職種を開発・育成されるなど高齢者
の就業機会の拡充にご尽力を賜り、心から敬意と感謝を申し上げます。
　今後は、地域福祉のさらなる向上のため、また、本年4月から始まる介護
保険制度の新しい総合事業におけるサービスの担い手としてご活躍いた
だくことを期待するところでございます。
　結びに、亀山市シルバー人材センターのますますのご発展と皆様のご
健勝とご多幸を祈念申し上げ、新年の挨拶とさせていただきます。
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理事会だより
平成28年10月に開催しました理事会の概要をお知らせいたします。

　会員相互の連帯意識と親睦を図る場として、11月から各会場にて地域懇談会を開催いたしました。
　会員の皆様ご多忙の中、ご出席いただきありがとうございました。
　参加率は76％でした。

第7回　理事会（10月17日）

地域懇談会開催

月　　日 地域班 参加人数

11月12日（土）
亀山第5班 19名
井田川第2班 21名

11月19日（土）
亀山第4班 16名
野登班 13名

11月20日（日） 関班 29名

11月23日（祝・水）
井田川第1班 26名
川崎班 14名

11月26日（土） 亀山第1班 15名
11月27日（日） 亀山第2班 22名

12月04日（日）
白川・神辺班 26名
昼生班 15名

合　　計 216名

【委員会報告】
○就業開拓委員会
　・出張「入会説明会」について
　・あいあい祭りについて（野菜販売）
○福祉委員会
　・いきいきフェスタについて（展示物、パネル）
【議　事】
○会員の入会承認について　入会者3名　承認
【その他】
○平成28年9月末の就業実績について
○ シルバー人材センターの適正就業ガイドライ

ンについて
○シルバーいきいきフェスタ2016について
○福祉有償運送運転者講習会について
　（受講者18名）
○地域懇談会について

○安全・適正就業委員会
　・事故の状況について
　・安全・適正就業規程の見直しについて

○出張「入会説明会」について
○シルバーの日奉仕活動について（参加会員86名）
○介護補助員講習会について（受講者14名）
○ 商業施設(イオンモール鈴鹿)を活用した啓発活

動について（理事2名参加）
○役員視察研修について

川崎班

野登班
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講習会実施

理事研修

厚生労働省委託　　高齢者活躍人材育成事業

「介護補助員講習の様子」

あま市シルバー人材センターにて

蒲郡市シルバー人材センターにて

　10月3日（月）・4日（火）・11日（火）・12日（水）の4日間、標記事業
の一環として募集した60歳以上でシルバー人材センターで就業
を希望する方を対象とした「介護補助員講習」に14名の参加者を
得て、亀山市社会福祉センターで行われました。
　開所式の後、『介護とはどんな仕事』から『車椅子を理解する』ま
でを、各日とも10：00 ～16：00までの講義で、多岐に渡る非常に
中身の濃い講習でした。

　11月7日（月）・8日（火）に、愛知県あま市シルバー人材センター
及び蒲郡市シルバー人材センターへ視察研修してきました。当セ
ンターから安藤理事長、浦野局長他8名の理事が参加しました。
　7日のあま市シルバー人材センターでは13：00 ～15：30まで
で、視察内容は、「女性会員の業務拡大、女性委員会の活動状況、女
性会員の増強」についての意向をお伝えしてありましたので、パ
ワーポイントでの説明をして頂き、とても参考になりました。ま
た、概要・就業拡大・就業開拓・地産地消（料理教室）シルバーお助
け隊（1コイン　500円/時間）・いきいきサロン活動等幅広い活動
の説明をして頂きました。
　質疑応答の最後にはハンドマッサージ実践の手ほどきを受け
心温まる歓迎に感謝致します。
　8日の蒲郡市シルバー人材センターでは9：00 ～11：30まで梁
田会長のご挨拶の後、竹内局長から概要の説明を受けました。
　その後、竹内局長から当日の入会説明会会場を見学させてもらう

　また、10月26日（水）・27日（木）の2日間、「福祉有償運送運転者講習」に18名の参加者を得て同じく
亀山市社会福祉センターで行われました。
　開所式の後、『福祉有償運送の歴史と講習の目的』から『運転に必要な知識と心構え』までの講習で
した。
　「介護補助員講習」「福祉有償運送運転者講習」それぞれ閉校式の後、受講者全員に修了証書が手渡さ
れました。今後のご活躍をご期待致しております。

ことが出来、当センターとしては視察内容が「入会説明会」でありましたので、竹内局長にはご尽力頂
き誠に感謝申し上げます。
　入会説明会のＤＶＤを入会希望者と共に観ることが出来、当センターとは違う臨場感を味わえてと
ても参考になりました。また、入会説明会見学の後、竹内局長との質疑応答で蒲郡市シルバー人材セン
ターの取組みがとても参考になりました。
　この貴重な視察研修「女性会員の諸問題・入会説明会」を当センターの更なる発展に活かしていきた
いと思います。
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年　男　紹　介
会員番号順

№788　羽田　義興
　健康でいられることに感謝
しております。様々な職種に携
わった方たちに出会え楽しく仕
事できボランティア活動にも参
加できていることをうれしく思
います。
　今後共よろしくお願いします。

№903　中森　忠弘
　本年酉年72歳になります。シ
ルバー務めも10年に時の流れも
早い今日、又地域の係わりも大切
に健康に留意していつもの一年
にしたいです。

№1000　草川　勇吉
　草刈りの仕事をさせて貰って
います。健康長寿を目指して頑張
ります

№1271　沼田　清彦
　健康維持と誠心誠意

№827　藤倉　悟
　年を自覚したらふけるだけ、 
前進あるのみ

№989　勝田　靖男
　趣味のアコーディオンがもう
少し上手に弾けるように頑張り
ます。

№1188　仲野　正広
　体調管理に留意して、日々元気
でもう少しシルバーで仲間たち
と楽しみに過ごしたいと思って
います。今後ともよろしくお願い
致します。

№947　前川　昇
　亀山市シルバー人材センター
へお世話になり７年になりまし
た。その間、２・３回職をかえまし
たけど今は関宿交流施設でがん
ばっています。これからも楽しく
やって行こうと、思っております。

出張入会説明会実施
下表の日時・場所にて出張入会説明会を実施いたしますので、該当する地域にお住いの会員の皆
様はご近所の方に声をかけていただきますようお願いします。

11月20日(日)関文化交流センター・12月18日（日）川崎地区コミュニティーセンターは実施済み
当センターのホームページにも掲載しています。

日　　　　時 場　　　　　所
1月22日（日） 10：00 ～12：00 野登地区コミュニティーセンター
2月19日（日） 10：00 ～12：00 井田川南地区コミュニティーセンター
3月19日（日） 10：00 ～12：00 城北地区コミュニティーセンター
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<入会説明会のお知らせ> ☆午前10時から約2時間

☆亀山市シルバー人材センター2階会議室

☆亀山市内在住で原則として60歳以上の方で働く意欲のある方
1月18日(水)　2月1日(水)
2月15日(水)　3月1日(水)

<11月30日現在>
会員

男 205 名

女 84 名

合計 289 名

就業実績
状況

9月末累計 11月末累計
受託件数 契約金額(円) 受託件数 契約金額(円)

公共事業 364 57,205,212 545 78,206,619
企業 348 38,278,847 461 48,960,329
家庭 733 12,857,521 1,028 19,624,879
小計 1,445 108,341,580 2,034 146,791,827

「微笑みNo.26」(公社)亀山市シルバー人材センター　〒519-0125　亀山市東町1丁目1番7号　tel　82-8512　fax　84-2556
　　　　　　　　　　 http://webc.sjc.ne.jp/miekameyama/

亀山QOL支援事業

タブレット体験会の様子

例会視察の様子

　11月4日（金）あいあいにて、大阪の千早赤阪村社会福祉協議会が
組織する村内11地区の福祉委員会から31名の方々をお招きし、亀山
QOL支援事業「未病倶楽部」タブレットの体験会、例会模様の視察およ
び意見交換会が企画され、研修会が開催されました。千早赤阪村は人口
5,700人で65歳以上は2,300人で高齢化率は約40%と相当高い（参考：
亀山市の高齢化率は約26%と全国平均並み）です。このような現状を受
けて、協議会としては、大字区毎に地区福祉委員会(全体で145名所属)
を組織しており、村内12地区での引き籠り防止策として地区に設置さ
れている『老人憩いの家』でサロン活動などをされています。
　特に困っていることは買い物で、村内には小さなスーパーしかなく、
コンビニもありません。多くの方がコープ・生協などの宅配サービスを利用されているそうです。
　今回、『高齢者の見守り』、『健康管理』および『生活支援』を目的・狙いとして、我々の「未病倶楽部」
を研修、体験されました。午前中のタブレット体験会では健康管理、写真撮影、健康ゲームなど和や
かにタブレットに触れられ、例会視察では大塚製薬様の講演を興味深く聞かれ、健康体操を体験さ
れました。午後からの意見交換会では活発な意見が交わされました。『シルバー会員の皆さんにタ
ブレットの使い方を教えていただき、明るくいきいきとした姿勢で教えて下さる皆さんに、活力を
いただきました。最初は、「タブレットなんて難しい…」と言っていた方も、教えていただく中で「使
いやすい！」「楽しい！」という意見が聞こえるようになりました。本村は少子高齢化の進行によ
り、地区福祉委員の担い手不足や住民同士で支え合うことの難しさが課題となっています。また、
商店がなく買い物をすることが困難な方も多くなっています。地域の中で、よりよく暮らす手段の
一つとして今回研修で学んだことを今後に活かしていきたいです。』とのご感想を頂きました。

事務局からのお知らせ

大阪　千早赤阪村社会福祉協議会　来所
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